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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

近の業績の動向等を踏まえ、平成 23年 5月 12日に公表した平成 24年 3月期（平成 23年 4月

1 日～平成 24 年 3 月 31 日）の業績予想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。 

記 

１．業績予想の修正 

（1）平成 24 年 3 月期第 2 四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23

年 9月 30日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり

当期純利益

 
前回発表予想（A） 

百万円

 13,500

百万円

700

百万円

700

百万円 

400 

円

9.22

今回修正予想（B） 13,520 760 130 140 3.23

増減額（B－A） 20 60 △570 △260 ― 

増減率（％） 0.1 8.6 △81.4 △65.0 ― 
(ご参考）前期第 2 四半期実績 
(平成 23 年 3 月期第 2 四半期) 12,329 465 △33

 

△73 △1.70

 

（2）平成 24年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり

当期純利益

 
前回発表予想（A） 

百万円

28,500

百万円

2,000

百万円

1,800

百万円 

900 

円

20.74

今回修正予想（B） 26,000 1,500 800 400 9.22

増減額（B－A） △2,500 △500 △1,000 △500 ― 

増減率（％） △8.8 △25.0 △55.6 △55.6 ― 

(ご参考）前期実績 
(平成 23 年 3 月期) 26,391 1,019 630

 

135 3.13

    
 
 
 
 
 
 
 
 



（3）平成 24 年 3 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23

年 9月 30日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり

当期純利益

 
前回発表予想（A） 

百万円

 8,800

百万円

200

百万円

200

百万円 

100 

円

2.30

今回修正予想（B） 8,530 140 △400 △200 △4.61

増減額（B－A） △270 △60 △600 △300 ― 

増減率（％） △3.1 △30.0 ― ― ― 
(ご参考）前期第 2 四半期実績 
(平成 23 年 3 月期第 2 四半期) 8,486 32 △483

 

△290 △6.70

 

（4）平成 24年 3月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり

当期純利益

 
前回発表予想（A） 

百万円

18,500

百万円

500

百万円

700

百万円 

400 

円

9.22

今回修正予想（B） 17,900 550 100 50 1.15

増減額（B－A） △600 50 △600 △350 ― 

増減率（％） △3.2 10.0 △85.7 △87.5% ― 

(ご参考）前期実績 
(平成 23 年 3 月期) 17,867 473 78

 

39 0.91

 
 

２．修正の理由 

  当第 2四半期累計期間の経済動向は、国内では東日本大震災の影響による景気後退から持ち直

してきたものの、足許、欧米における財政、景気への懸念、新興国でのインフレ抑制のための金

融引き締めの影響、加えて急激な円高の進行等、先行き不透明感が強まる展開となりました。 

  当第 2四半期累計期間の決算につきましては、連結決算は、売上高、営業利益は、概ね前回発

表予想どおりに推移いたしましたが、想定を超えた円高の進行を受けて為替差損約 4億 7千万円

の発生が予想され、その影響により経常利益、四半期純利益は前回発表予想を下回る水準が見込

まれます。 

通期につきましては、中国を中心に新興国市場での経済調整局面が暫く続くものと予想され、

また、円高の長期化に伴う為替の影響が想定されることから、業績は、前回発表予想を下回る見

込みであり、連結、個別ともに上記のとおり業績予想を修正するものです。  

 

（注）上記の予想数値は現時点で入手可能な情報に基づいて算出しており、実際の業績は、今後の

様々な要因によって異なる場合があります。 

 

                                     以  上 

 

 

 

 

 

 


